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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月24日(2011.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリックスメタロプロテイナーゼ阻害剤を含む、慢性ウイルス性C型肝炎を治療する
ための医薬組成物であって、該マトリックスメタロプロテイナーゼ阻害剤が
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【化１】

である、前記医薬組成物。
【請求項２】
　前記肝疾患のための他の薬物療法ですでにあらかじめ治療された患者、又は、前記肝疾
患のための他の薬物療法で治療されている患者へ投与されるように調製されている、請求
項１記載の医薬組成物。
【請求項３】
　マトリックスメタロプロテイナーゼ阻害剤を含む、慢性ウイルス性C型肝炎を緩和する
ための医薬組成物であって、該マトリックスメタロプロテイナーゼ阻害剤が
【化２】

である、前記医薬組成物。
【請求項４】
　マトリックスメタロプロテイナーゼ阻害剤を含む、C型肝炎ウイルスに感染した細胞に
おいてC型肝炎ウイルスの複製を阻害するための医薬組成物であって、該マトリックスメ
タロプロテイナーゼ阻害剤が

【化３】

である、前記医薬組成物。
【請求項５】
　マトリックスメタロプロテイナーゼ阻害剤を含む、C型肝炎ウイルスに感染した患者に
おいてC型肝炎ウイルスの複製を阻害するための医薬組成物であって、該マトリックスメ
タロプロテイナーゼ阻害剤が
【化４】
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である、前記医薬組成物。
【請求項６】
　第二の薬剤をさらに含む、請求項１～３のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記第二の薬剤が、抗C型肝炎ウイルスインターフェロン、リバビリンまたはそれらの
組み合わせから選択される、請求項６記載の医薬組成物。
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